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ETERNUS SF Storage Cruiserの概要 

 

ETERNUS SF Storage Cruiser とは 
ETERNUS SF Storage Cruiser（以降 Storage Cruiser）は、富士通のストレージシステム ETERNUSを利用するた

めの設定と、ETERNUSを中心としたストレージの運用管理を行います。 

複雑なストレージの構成設計および設定操作を、GUI を使用した判り易いインターフェースで実現しているため、高度

なスキルを必要とすることなく簡単にストレージを導入することができます。また、導入後は ETERNUS の管理のみなら

ずサーバや、FCスイッチを含めた SAN環境を一元管理することも可能であり、ストレージシステムの安定稼動を支えま

す。ストレージシステムの設計から保守に至るライフサイクルのシーンにおいて必要な機能をトータルに提供することで

TCO の削減、可用性の向上による業務ダウンタイムの削減を図ると共に、複雑なストレージ環境をグラフィカルに表示

することで、簡単かつ確実に管理することができ、運用コストを大幅に削減することができます。 

 

Storage Cruiserの特長 
 

ストレージ設定 

Storage Cruiserは富士通が用意するテンプレートを利用して、２項目(ストレージの IPアドレス、装置識別 ID)を設

定するだけで、ストレージを導入することができます。運用に応じたテンプレートを用意していますので、利用シーン

に適したテンプレートを選ぶだけで最適なストレージ環境を簡単に用意することができます。事前に RAID の詳細設

計や、ボリューム作成条件などストレージを設定するための高度なスキルは不要です。 

 

図 1：テンプレート読み込み画面例 
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また、テンプレートがそのまま適用できない場合にも、必要なボリュームの容量と数を指定するだけで、ETERNUS

の機種の違いを意識することなく自動的にストレージ装置に論理ボリュームを作成することができます。Storage 

Cruiserの設定処理は構成の整合性を確保するための処理を組み込んでいるため高度なスキルは不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 2：ストレージ自動設定の GUI画面例 

 ※容量(MB)と作成数を指定するだけでストレージ設定が可能です 

 

トラブル発生時の影響の可視化 

Storage Cruiserの管理対象装置で何らかのトラブルが発生した場合、トラブルの内容をイベントとして画面に表示

します。また、イベントの表示とともに装置アイコン色も変化し、トラブルの発生対象装置をグラフィカルに表示します。

発生したイベントはGUI画面の下部に表示される他に E-Mailで指定したアドレスにイベントを通知することもできるた

め、トラブル発生を迅速に通知することができます。 

さらに、構成管理情報と併せて利用することで、トラブル発生の装置だけではなく影響範囲を簡単に把握することが

可能であり、業務への影響を最小限に抑えることができます。 

図 3：トラブル情報の表示例(画面下部の拡大) 

 

ストレージ装置の動作状況管理 

SAN 環境における ETERNUS やファイバチャネルスイッチのデータ通信に関する情報を採取し、表示することで、

装置の動作状況や、負荷状況、ボトルネックリソースを簡単に把握することができます。 

採取した情報を GUI 上でグラフ表示することで装置の動作状況や負荷状況を簡単に把握することができます。さら

に、性能情報には閾値を設定することができます。これにより装置のボトルネックを事前に検出することが可能となり、

性能問題による業務への影響を事前に回避することが可能です。 
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図 4：性能データのグラフ表示例(左)と閾値設定画面例(右) 

 

環境負荷を低減するストレージ省電力運用の制御 

SAN対応ディスクアレイ ETERNUS8000,ETERNUS4000,ETERNUS2000には、MAID(Massive Arrays of Idle 

Disks) 技術を応用してディスクドライブ回転のオン／オフ制御を行う、省電力機能のエコモード設定があります。 

ETERNUSのエコモードは、エネルギー節約の手段として有効な機能であるとともに、システム全体の運用コストの

削減に繋がります。Storage Cruiserは ETERNUSのエコモードの設定状態をグラフィカルに確認することで、一元管

理している他のストレージ機器への影響を見極めながら、エコモードの設定・運用を行う以下の機能を提供します。 

V ディスク回転制御 
エコモードを操作するコマンドにより、簡単に省電力運用の開始や停止をすることができます。 

V 影響範囲の可視化 
エコモードはアクセス頻度が低い RAID グループ、アクセス頻度が高くても利用する時間帯が決まって

いる RAID グループに対して設定・運用することが効果的です。しかし、設定・運用を誤ると、節電効果が

期待できないばかりか、ディスクの起動待ちあわせなど、レスポンスの悪化が運用に影響を与える可能性

があります。 

Storage Cruiserを使えば、ETERNUSのRAIDグループがどのサーバに割り当てられているか表示す

ることで、エコモードを設定した場合の影響範囲を確認できます。さらに、各 RAID グループの使用状態と

合わせて確認することで、システムへの影響を把握することが可能となり、エコモードを設定するのに適し

た RAIDグループの選択や、エコモード稼働時間帯の調整などのシステム運用が可能になります。 

V ディスク回転状態の可視化 
エコモードの設定後は、節電できていることを確認するために、その効果を確認する必要があります。効

果が認められない場合には、エコモードの制御を見直すなどの対応が必要です。 




